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ク リ ス マ ス メ ッ セ ー ジ  

クリスマスの光と闇  

 

鈴木 育 三 （社 会 福 祉 法人 新 生 会常 務 理 事 、日 本 聖公

会北 関 東 教区 榛 名 聖 公会 教 会 嘱託 執 事）  

 

 「 マ リ ア は 日 が 満 ち て 、初 め て の 子 を 産 み 、布 に 包 ん で 飼 い 葉 桶 に 寝

か せ た 。宿 屋 に は 彼 ら に 泊 ま る 場 所 が な か っ た か ら で あ る 。」（ ル カ に よ

る 福 音 書 ２ 章 ６ ・ ７ 節 ）  

  

 ア ド ヴ ェン ト の 季 節に な る と、 な ぜ か 『評 伝 ・ バー ナ ー ド 博士 ・ 昼も

夜も 』（キ リ ス ト新 聞社 ）を 想 い起 こ し ます 。ト ー マス・バ ーナ ー ド 博士

が生 涯 を かけ て 力 尽 くし た 時 代は 、大 英 帝国 の 最 盛期 で あ り 、産業 革 命・

技術 革 新 によ っ て 近 代資 本 主 義経 済 が 確 立し 、 貧 富の 格 差 は 拡大 し 多く

の貧 困 層 が都 市 に 流 れ、 イ ー スト エ ン ド 地区 は ス ラム 化 し て いま し た。

彼は ロ ン ドン の 片 隅 で路 上 生 活を 余 儀 な くさ れ た 少年 少 女 た ちに 居 場所

を提 供 し 、 1870 年「 バー ナ ー ド・ホー ム 」を 開設 し て 生き る 意欲 、生 き

る誇 り を 育み ま し た 。後 の 児 童養 護 ・ 保 護法 の 産 みの 親 と な りま し た。  

 い つ の 時代 に も 生 活の 場 を 奪わ れ 、 心 やす ら ぐ 場所 が な い 人び と が居

ます 。 21 世 紀 の今 日で も 、 戦禍 に 巻 き 込ま れ 、 故郷 の 地 を 逃れ た 難 民、

流民 （ displaced person） と いわ れ る 人 びと 。 原 発炉 心 溶 融 によ り 放出

され た 放 射能 に 汚 染 され た 土 地を 離 れ ざ るを え な かっ た 人 び と。 経 済格

差や 権 力 の暴 力 に よ って 、 人 権が 無 視 さ れて い る 人た ち 。 差 別と 偏 見に

よっ て 社 会か ら 排 除 され た 人 びと を 、 私 たち 人 間 社会 は 生 み 出し 続 けて

いま す 。 この 混 迷 す る時 代 に 翻弄 さ れ 不 安に 怯 え て、 自 国 フ ァー ス ト、

自分 フ ァ ース ト に な って い る 社会 で は 、相変 わ ら ず「 彼ら の 泊ま る 場 所」

はな い の でし ょ う か 。  

 「あ ん た の居 場 所 は 、こ こ に はあ る よ 。」と いっ て 、傷 つ き疲 れ 切 った

動物 た ち を次 々 に 迎 え入 れ た『 マ ロー ン おば さ ん』（こ ぐ ま 社）の 小さ な

物語 は 、 クリ ス マ ス に相 応 し い物 語 で は ない か と 思い ま す 。  

 

 「 あ な た 方 は 、布 に く る ま っ て 飼 い 葉 桶 の 中 に 寝 て い る 乳 飲 み 子 を 見

つ け る で あ ろ う 。こ れ が あ な た が た へ の し る し で あ る 。」（ ル カ に よ る 福

音 書 ２ 章 12 節 ）  



  

 最 初 に 、こ の 出 来 事の 重 大 性に 気 付 い た人 た ち は、 社 会 の 片隅 で ひそ

やか に 生 きる 人 た ち でし た 。 この 出 来 事 はあ ま り にも 小 さ な 姿で 顕 れま

した か ら 、肥 大 化 し た富 と 軍 事力 と 権 力 をも つ 人 びと に は 小 さす ぎ てそ

の出 来 事 の意 味 を 見 出す こ と がで き ま せ んで し た 。  

 今 日 「 ハイ パ ー （ 超絶 ） 資 本主 義 」 と いわ れ る 時代 に あ っ て、 巨 大な

富と 軍 事 的支 配 力 （ 核兵 器 ） に執 着 す る 者た ち は 、あ た か も 自分 自 身が

大物 に な った か の よ うに 立 ち 振舞 っ て い ます 。 そ れは 彼 ら が 核を 笠 に着

て生 き て いる 者 た ち だか ら で す。  

 実 に 腑 甲斐 な い こ とに 、 日 本政 府 は こ の運 動 の 発端 と な っ た人 類 最初

の被 爆 体 験国 で あ る にも か か わら ず 、 米 国の 核 の 傘に 覆 わ れ たま ま 戦後

72 年 今 日に 至 っ て も身 動 き がと れ ま せ ん。  

 今 日 の 昏迷 す る 時 代に あ っ て、私 たち にも た ら され た 朗 報 があ り ま す。

今年 ７ 月 国連 総 会 で 「核 兵 器 禁止 条 約 」 が決 議 さ れ、 現 在 五 十数 カ 国が

著名 し て いま す 。 と りわ け 、 今年 の 「 ノ ーベ ル 平 和賞 」 が 「 核兵 器 廃絶

国際 キ ャ ンペ ー ン 」 通称 「 ICAN」 (International Campaign to Abolish 

Nuclear weapons)の 働き に 与 えら れ た こ とで す 。  

 こ の 草 の根 の 市 民 運 動 NGO（非 政 府 組 織） に 、 ノー ベ ル 平 和賞 が 与え

られ た こ とは 、 核 兵 器に 守 ら れた 平 和 は 人類 に 真 の平 和 を も たら さ ない

こと が 地 球市 民 （ オ イク メ ネ ）に 認 知 さ れた こ と を意 味 し て いる の では

ない で し ょう か 。  

 今 も 昔 もク リ ス マ スは 、“ powerless power”の 誕 生の 出 来 事 です か ら、

十字 架 刑 に処 せ ら れ たメ シ ア の顕 現 を 想 い起 こ し て 「 神 に は 栄 え 、地 に

は 平 和 、 人 に 恵 み あ れ 。」 と 賛 美 する の です 。  

 


